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卒
業
式
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
よ
く

「
将
来
ど
ん
な
大

人
に
な
り
た
い
」

と
か
「
尊
敬
す
る

人
は
誰
」
と
い
っ

た
質
問
に「
両
親
」

と
答
え
る
人
が
多
い
。
私
も
そ

の
一
人
だ
が
、
両
親
以
外
な
ら

中
村
哲
さ
ん
と
答
え
る
。
彼
は

35
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
パ

キ
ス
タ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
人
々
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

き
た
福
岡
県
出
身
の
医
師
で
あ

る
▼
生
前
、
中
村
さ
ん
が
特
に

気
に
入
っ
て
使
っ
て
い
た
言
葉

は
、
２
年
前
の
自
治
労
広
島
大

会
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
同
じ

「
一
隅
を
照
ら
す
」
だ
。「
自
分

が
い
る
場
所
で
、
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
一
生
懸
命
や
ろ
う
」

と
い
う
意
味
ら
し
い
▼
大
会
で

川
本
委
員
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍

で
も
社
会
の
隅
々
ま
で
光
を

当
て
、
職
務
を
全
う
し
て
い
る

地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
に

光
を
当
て
る
の
が
自
治
労
の
使

命
」
と
述
べ
た
。
今
春
闘
は
、

地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
の

賃
金
・
労
働
条
件
に
光
を
当
て

よ
う
。
そ
の
た
め
に
一
人
ひ
と

り
が
「
一
隅
を
照
ら
す
」
取
り

組
み
を
し
よ
う
。

３日　連合兵庫春闘決起集会
（中央区文化センター／各地協サテライト会場）

７日　戦争させない、９条壊すな！５・３兵庫憲法集会
　　　プレ集会（新長田文化センター）
11日　女性部・臨職評合同学習会（中央労働センター）
18日　県本部2023病院集会

（ひょうご共済会館／ウェブ開催）
18日　県本部男女がともに担う学習会（神戸市教育会館）

当面の日程

値上げシーズン到来

　

県
本
部
公
共
民
間
協
は
、
春

闘
学
習
会
を
１
月
28
日
、
ひ
ょ

う
ご
共
済
会
館
で
第
２
回
幹
事

会
終
了
後
、
開
催
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
足
立
育
生
県

本
部
副
委
員
長
を
講
師
に
迎

え
、
現
在
県
内
の
自
治
体
で
進

ん
で
い
る
定
年
引
き
上
げ
の
現

状
に
つ
い
て
講
演
を
受
け
た
。

足
立
副
委
員
長
は
、
地
方
公
務

員
の
段
階
的
な
定
年
引
き
上
げ

に
つ
い
て
、
法
適
用
に
加
え
具

体
例
を
交
え
、
再
任
用
職
員
の

処
遇
や
年
金
支
給
状
況
な
ど
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

協
議
会
内
の
単
組
で
あ
る
国
保

労
組
が
先
進
的
に
取
り
組
ん
だ

定
年
引
き
上
げ
を
実
現
す
る
内

容
の
報
告
を
受
け
、
自
治
体
準

拠
の
単
組
は
国
保
労
組
の
事
例

を
も
と
に
さ
ら
に
取
り
組
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

学
習
会
の
後
半
で
は
、
津
村

崇
夫
事
務
局
長
よ
り
、
23
春
闘

方
針
の
提
起
を
行
っ
た
。
今
春

闘
で
は
「
す
べ
て
の
単
組
は
職

場
要
求
討
議
を
行
い
、
春
闘
期

か
ら
要
求
提
出
、
交
渉
を
進
め
、

雇
用
、
賃
金・
労
働
条
件
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持・
改
善
を

は
か
ろ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
に
、
連
合
春
闘
白
書
、

中
小
共
闘
の
資
料
を
活
用
し
全

単
組
で
の
要
求
書
の
提
出
と
交

渉
の
実
施
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

成
多
数
で
可
決
し
た
。

　

川
本
淳
中
央
執
行
委
員
長

は
「
３
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は

い
ま
だ
停
戦
の
兆
し
は
見
え
な

い
。
一
刻
も
早
く
停
戦
さ
れ
る

よ
う
、
政
府
に
対
し
要
請
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
し
、「
２

０
２
３
春
闘
は
物
価
高
に
対
応

し
う
る
賃
上
げ
め
ざ
し
、
連
合

に
結
集
し
５
％
以
上
の
賃
上
げ

を
求
め
る
。
さ
ら
に
質
の
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
維
持
に
向
け
、

人
員
要
求
と
財
源
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
も
政
治
課
題

は
重
要
。
自
治
労
の
政
策
を
理

解
す
る
中
道・リ
ベ
ラ
ル
勢
力
の

拡
大
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
統

一
自
治
体
選
挙
で
の
勝
利
を
勝

ち
取
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

講演する足立副委員長

県本部役員●左と模擬交渉を実施
　

臨
職
評
は
１
月
28
～
29
日
の

２
日
間
の
日
程
で
、
第
２
回
幹

事
会
・
全
単
組
代
表
者
会
議
・
学

習
合
宿
を
３
年
ぶ
り
に
泊
ま
り

で
開
催
し
た
。

　

１
日
目
は
、
神
戸
市
教
育
会

館
で
全
単
組
代
表
者
会
議
を
開

催
し
、
春
闘
の
取
り
組
み
や
当

面
の
闘
争
日
程
の
確
認
、
単
組

報
告
を
行
っ
た
後
、
戎
剛
県
本

部
副
委
員
長
を
講
師
に
迎
え

「
私
た
ち
の
要
求
実
現
に
向
け

て
～
基
本
的
考
え
方
・
要
求
書

の
作
り
方
～
」
の
学
習
会
を
開

催
し
た
。
必
要
な
こ
と
を
求
め

る
こ
と
（
要
求
）
を
労
働
組
合

の
基
本
と
位
置
づ
け
、
組
合
員

の
不
満
や
愚
痴
、
つ
ぶ
や
き
を

要
求
に
昇
華
さ
せ
、
組
合
員
自

身
の
取
り
組
み
に
し
て
い
く
事

が
強
調
さ
れ
た
。
参
加
者
は
事

例
を
検
討
し
、
さ
ら
に
要
求
提

出
後
の
ニ
ュ
ー
ス
、
確
認
書
ま

で
の
流
れ
を
確
認
し
た
。

　

学
習
後
は
、４
つ
の
課
題（
①

勤
勉
手
当
支
給
②
雇
用
止
め
撤

廃
③
賃
金
表
の
上
限
撤
廃
④
不

当
賃
下
げ
）
の
グ
ル
ー
プ
協
議

を
行
い
、要
求
書
を
作
成
し
た
。

　

２
日
目
は
、
要
求
提
出
を
受

け
、
模
擬
団
交
を
実
施
し
た
。

県
本
部
役
員
を
当
局
側
に
し
、

参
加
者
全
員
が
見
つ
め
る
張
り

詰
め
た
雰
囲
気
の
中
、
当
局
に

迫
っ
た
。

　

模
擬
団
交
終
了
後
の
講
評
で

は
、
北
池
宏
光
執
行
委
員
か
ら

要
求
事
項
の
当
局
内
部
の
共
有

状
況
の
点
検
、
森
哲
二
書
記
次

長
は
期
末
手
当
支
給
に
つ
い

て
、
特
別
職
で
あ
る
議
員
の
支

給
状
況
の
点
検
を
促
し
た
。
最

後
に
足
立
育
生
副
委
員
長
か
ら

臨
職
評
の
地
域
ユ
ニ
オ
ン
と
の

連
携
や
最
低
賃
金
審
議
会
へ
の

意
見
書
提
出
な
ど
幅
広
い
取
り

組
み
に
対
し
て
激
励
し
、
集
会

を
終
え
た
。

　

自
治
労
第
１
６
３
回
中
央
委

員
会
が
１
月
30
～
31
日
に
東
京

で
開
催
さ
れ
、
２
０
２
３
春
闘

方
針
を
は
じ
め
当
面
の
闘
争
方

針
な
ど
、
す
べ
て
の
議
案
が
電

子
投
票
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
賛

　

兵
庫
か
ら
は
経
過
報
告
で
足

立
育
生
副
委
員
長（
写
真
①
）が
、

こ
の
間
、
組
織
拡
大
を
取
り
組

ん
だ
西
脇
市
労
連
の
取
り
組
み

や
社
協
の
組
織
化
、
現
業
公
企

闘
争
で
の
成
果
と
し
て
直
営
堅

持
の
確
認
や
新
規
採
用
再
開
を

勝
ち
取
っ
た
報
告
を
行
い
、「
会

計
年
度
任
用
職
員
の
さ
ら
な
る

処
遇
改
善
と
統
一
自
治
体
選
挙

闘
争
に
最
大
限
取
り
組
む
」
と

発
言
し
、
討
論
に
参
加
し
た
。

　

今
回
の
中
央
委
員
会
で
は
２

０
２
０
～
２
０
２
２
年
度
に
自

治
労
新
規
加
盟
し
た
47
単
組
約

１
７
０
０
人
が
確
認
さ
れ
、
兵

庫
か
ら
は
尼
崎
社
協
労
組
と
県

社
協
・
共
同
募
金
労
組
、
全
国

一
般
の
４
支
部（
六
甲
鶴
寿
園
・

き
し
ろ
翠
光
会
分
会
・
大
栄
環

境
・
高
砂
工
業
）（
写
真
②
）
が

紹
介
さ
れ
た
。

おやすみ漫

●②

●①

模
擬
団
交
で
当
局
に
迫
る

要
求
へ
の
反
映
、組
合
員
自
身
の
取
り
組
み
に

臨職評学習合宿公共民間協春闘学習会

定年引き上げ具体例交え学習
先進的事例を活かした取り組みを

本部中央委員会

物
価
高
に
対
応
し
う
る
賃
上
げ
を

財
源
確
保
の
た
め
に
も
政
治
課
題
は
重
要
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県
本
部
公
営
企
業
評
議
会
は

２
月
３
日
に
、
ひ
ょ
う
ご
共
済

会
館
に
お
い
て
、
２
０
２
３
水

道
集
会
・
第
25
回
下
水
道
部
会

を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て

藤
田
直
樹
下
水
道
部
会
部
会
長

は
「
昨
年
は
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
神
戸

市
に
お
い
て
も
Ｄ
Ｘ
研
修
を

行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ウ
ェ
ブ

会
議
も
増
え
た
が
、
神
戸
市
に

お
い
て
機
器
の
対
応
が
ま
だ
ま

だ
出
来
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
予
算
要
求
な
ど
課
題
を
残

し
て
い
る
。
在
宅
勤
務
で
は
基

本
、
神
戸
市
で
は
残
業
は
出
来

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

勤
務
時
間
管
理
等
の
課
題
が
出

て
く
る
と
思
う
。
今
ま
で
や
っ

て
き
た
基
本
ど
お
り
の
仕
事
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
こ
と
が

職
場
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
の

で
、
分
散
会
で
は
、
意
見
交
換

し
各
単
組
に
お
け
る
課
題
解
決

に
ぜ
ひ
と
も
活
か
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
記
念
講
演
と
し
て
、

福
永
浩
二
自
治
労
本
部
公
営
企

業
局
長
よ
り
「
公
営
企
業
労
働

者
の
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
演
を
受
け
た
。

　

講
演
後
、
水
道
部
会・下
水
道

部
会
に
分
か
れ
、事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
を
活
用
し
た
分
散
会
を
行
い

参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
た
。

　

戦
争
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人

委
員
会
・
ひ
ょ
う
ご
の
学
習
会

が
養
父
市
内
で
１
月
19
日
に
開

催
さ
れ
た
。

　

名
古
屋
学
院
大
学
の
飯
島
慈

明
教
授
が
「
軍
事
費
拡
大・
憲

法
改
悪
阻
止
に
向
け
、
平
和
憲

法
を
持
つ
意
味
に
つ
い
て
い
ま
一

度
考
え
る
」
と
し
て
講
演
し
た
。

　

日
本
の
安
保
３
文
書
改
定
に

つ
い
て
「
ア
メ
リ
カ
は
歓
迎
し

て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

日
本
の
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
に
よ
り
自
衛
隊
が
闘
い
、
米

兵
の
犠
牲
が
減
る
。
軍
事
費
の

大
増
額
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
型

落
ち
兵
器
を
日
本
が
爆
買
い
す

る
か
ら
だ
」
と
し
た
。
憲
法
改

正
論
で
は
「
憲
法
に
自
衛
隊
が

明
記
さ
れ
れ
ば
、『
憲
法
上
の

組
織
で
あ
る
自
衛
隊
の
維
持
は

政
府
の
責
務
と
な
り
、
そ
の
た

め
に
徴
兵
制
を
実
施
す
る
』
と

の
主
張
が
問
題
な
い
と
さ
れ
る

危
険
性
が
あ
る
」と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
「
抑
止
力
を
増
す
こ
と

で
他
国
を
刺
激
し
攻
撃
を
呼
び

こ
む
危
険
性
」
や
「
原
発
は
攻

撃
目
標
と
な
る
こ
と
か
ら
、
再

稼
働
は
支
離
滅
裂
」
と
し
「
防

衛
費
の
大
増
額
で
は
な
く
、
命

や
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
こ
そ

使
う
政
治
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
そ
の
た
た
め
に
「
私
た

ち
は
『
声
を
あ
げ
る
こ
と
』
に

よ
り
政
治
を
動
か
し
て
い
こ

う
」
と
述
べ
た
。

講演する飯島教授

職場実態を意見交換

之
委
員
長
が
副
議
長
、
事
務
局

長
に
西
岡
裕
特
別
執
行
委
員
、

幹
事
に
森
哲
二
書
記
次
長
を
選

出
し
た
。

　

総
会
後
の
学
習
会
で
は
「
全

国
水
平
社
創
立
１
０
０
年
～
部

落
差
別
解
消
に
向
け
た
今
日
的

課
題
～
」
と
題
し
、
大
阪
人
権

博
物
館
の
朝
治
武
館
長
が
講

演
。
近
代
被
差
別
部
落
の
成
立

過
程
と
全
国
水
平
社
創
立
、
そ

の
後
、
部
落
差
別
に
抗
い
拡
大

し
た
水
平
社
運
動
な
ど
、
歴
史

と
今
日
的
課
題
に
つ
い
て
学
び

あ
っ
た
。

議案説明をする西岡事務局長

　

部
落
解
放
兵
庫
県
民
共
闘
会

議
は
１
月
23
日
、
第
45
回
総
会

を
開
催
。
重
要
な
局
面
を
む
か

え
緊
急
署
名
を
実
施
し
た
狭
山

事
件
の
再
審
を
求
め
る
取
り
組

み
な
ど
、
方
針
、
予
算
を
決
定

し
た
。
役
員
選
出
で
は
森
戸
卓

也
議
長
（
兵
教
組
・
委
員
長
）

を
選
任
。
県
本
部
か
ら
山
下
忠

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
で
き
な
い

な
ど
、
以
前
と
異
な
る
状
況
下

で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
課
題

と
し
て
確
認
し
た
。
第
２
分
科

会
で
は
、
各
単
組
の
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
出
し
合
い
、
要
求

書
作
成
ま
で
の
取
り
組
み
、
交

渉
方
法
な
ど
で
議
論
を
深
め
、

他
単
組
の
良
い
取
り
組
み
を
運

動
強
化
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

場
は
労
使
交
渉
を
踏
ま
え
た
議

会
で
賃
金
・
労
働
条
件
が
確
定

す
る
こ
と
か
ら
、「
議
会
を
意

識
し
た
闘
争
の
組
み
立
て
が
重

要
」
と
強
調
。
ま
た
、
県
内
各

町
の
初
任
給
水
準
や
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
の
違
い
に
ふ
れ
、「
自

身
の
単
組
実
態
を
点
検
し
、
課

題
を
持
っ
た
取
り
組
み
を
行
お

う
」
と
提
起
し
た
。

　

講
演
後
は
、
第
１
分
科
会

「
単
組
の
課
題
と
取
り
組
み
を

考
え
よ
う
」、第
２
分
科
会
「
要

求
・
交
渉
・
妥
結
と
闘
争
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」で
議
論
を
深
め
た
。

　

第
１
分
科
会
で
は
、
町
職
で

も
組
合
脱
退
者
が
出
て
い
る
、

　

町
職
連
協
は
１
月
27
日
、
市

川
町
内
で
23
年
度
交
流
集
会
を

開
催
し
、
単
組
の
組
織
課
題
や

闘
争
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

　

交
流
集
会
に
は
９
町
職
26
人

が
参
加
。
開
会
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
金
丸
武
史
議
長
は
、「
私

は
職
場
で
起
こ
っ
た
事
故
の
と

き
、
組
合
に
助
け
て
も
ら
い
、

団
結
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。
交

流
集
会
で
つ
な
が
り
の
大
切
さ

を
感
じ
て
欲
し
い
」と
述
べ
た
。

　
「
年
間
闘
争
サ
イ
ク
ル
と
組

織
強
化
」
を
テ
ー
マ
に
県
本
部

の
山
下
忠
之
委
員
長
が
講
演
し

た
。
山
下
委
員
長
は
、
公
務
職

あいさつをする金丸議長

攻
撃
を
呼
び
込
む
危
険
性

防
衛
費
増
額
よ
り
暮
ら
し
を
守
る
政
治
を

公企評水道集会・下水道部会

職場を守ることが大事
分散会で職場実態の交流深める

部落解放県民共闘総会

差別解消に向け学習会
狭山事件再審求める取り組みを確認

町職連協交流集会

単
組
運
動
前
進
に
向
け
議
論

実
態
の
把
握
で
課
題
解
決
に
活
か
す


